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紹

介
岡
﨑
友
子
・
森
勇
太
﹃
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク

日
本
語
の
歴
史
﹄

後

藤

睦

本
書
は
﹁
日
本
語
の
歴
史
を
基
礎
か
ら
︑
や
さ
し
く
学
ぶ
た
め
の
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
﹂︵﹁
本
書
に
つ
い
て
﹂

︶
で
あ
る
︒
対
象
は
主
に
初
学
者
で
あ
り
︑

p.2

後
述
す
る
よ
う
に
独
学
も
可
能
で
あ
る
︒
ま
ず
︑
目
次
を
以
下
に
示
す
︒

本
書
に
つ
い
て
／
本
書
を
利
用
す
る
上
で
の
注
意
／
キ
ー
ワ
ー
ド
一
覧

／
第
�
講

総
論
／
第
�
講

日
本
語
の
い
ち
ば
ん
古
い
姿
︵
上
代
︶

／
第
�
講

書
き
た
い
！

日
本
の
こ
と
ば
／
第
�
講

酒
＝
﹁
サ

ケ
﹂︑
酒
屋
＝
﹁
サ
カ
ヤ
﹂
／
第
�
講

王
朝
文
学
︑
花
開
く
︵
中

古
・
和
文
資
料
︶
／
第
�
講

漢
文
力
！
︵
中
古
・
訓
点
資
料
︶
／
第

	
講

﹁
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
﹂
は
諸
行
無
常
／
第


講

漢
文
訓
読
・

和
文
の
こ
と
ば
と
︑
古
代
語
の
色
／
第
�
講

起
く
・
起
く
る
と
き
・

起
く
れ
ば
／
第

講

食
ひ
つ
︑
食
ひ
き
︑
食
は
む
／
第

講

﹁
ぞ
﹂

10

11

が
き
た
ら
文
末
は
連
体
形
！
／
第

講

武
士
の
時
代
へ
︵
中
世
前

12

期
︶
／
第

講

狂
言
・
抄
物
・
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
︵
中
世
後
期
︶
／

13

第

講

モ
ジ
モ
ジ
こ
と
ば
／
第

講

庶
民
の
文
化
︑
栄
え
る
︵
近

14

15

世
︶
／
第

講

﹁
こ
ん
に
っ
た
﹂﹁
ね
ん
ぶ
っ
と
﹂
／
第

講

一
段

16

17

化
︑
完
了
！
／
第

講

武
士
・
江
戸
っ
子
・
遊
女
の
こ
と
ば
／
第

18

19

講

国
学
者
た
ち
／
第

講

文
明
開
化
︵
近
代
︶
／
第

講

君
︑

20

21

近
代
の
こ
と
ば
を
学
び
た
ま
え
／
第

講

吾
輩
の
ウ
ォ
ッ
チ
で
あ
と

22

テ
ン
ミ
ニ
ッ
ツ
／
第

講

現
代
に
も
起
こ
っ
て
い
る
変
化
／
第

講

23

24

﹁
標
準
語
﹂
は
つ
く
ら
れ
た
？
／
第

講

発
音
の
変
化
の
お
さ
ら
い

25

／
第

講

﹁
お
ほ
ね
﹂
か
ら
﹁
だ
い
こ
ん
﹂
へ
／
第

講

日
本
語

26

27

の
分
析
的
傾
向
／
第

講

古
代
語
に
﹁
で
す
﹂﹁
ま
す
﹂
は
な
か
っ

28

た
／
第

講

頼
み
方
︑
謝
り
方
の
歴
史
／
第

講

こ
・
そ
・
あ
／

29

30

あ
と
が
き
／
用
例
出
典
／
掲
載
図
版
一
覧

目
次
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
︑
音
韻
︵
第

講
な
ど
︶・
語
彙
︵
第
�
講
な

25

ど
︶・
文
法
︵
第
�
～

講
な
ど
︶︑
資
料
︵
第

講
な
ど
︶
や
表
記
︵
第
�

11

13

講
な
ど
︶︑
位
相
︵
第

講
な
ど
︶
と
︑
日
本
語
史
に
お
け
る
重
要
事
項
が

14

網
羅
さ
れ
て
お
り
︑
日
本
語
史
の
基
礎
を
一
通
り
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒

本
書
の
最
大
の
特
徴
は
︑
穴
埋
め
式
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
形
式
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
︒
本
書
は
日
本
語
史
の
用
語
を
手
書
き
で
テ
キ
ス
ト
に
直
接
書
き
込

め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
︑
手
を
動
か
す
こ
と
で
用
語
が
記
憶
に
定
着
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
作
成
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
︵
な
お
︑
付
録
と
し
て
解

答
集
も
あ
り
︑
自
学
自
習
も
可
能
で
あ
る
︶︒
さ
ら
に
巻
末
課
題
も
つ
い
て

お
り
︑
学
習
事
項
の
確
認
な
ど
種
々
の
活
用
が
可
能
で
あ
る
︒

自
学
自
習
用
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と
し
て
も
︑
大
学
の
入
門
科
目
に
用
い
る

テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
利
用
で
き
る
至
極
便
利
な
一
冊
で
あ
る
と
言
え
よ
う
︒

日
本
語
史
入
門
の
は
じ
め
の
一
冊
と
し
て
︑
ぜ
ひ
活
用
さ
れ
た
い
︒

︵
く
ろ
し
お
出
版
︑
二
〇
一
六
年
一
〇
月
︑
一
四
八
頁
︑
一
五
〇
〇
円
＋
税
︶

︵
ご
と
う
・
む
つ
み

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
︶
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